
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
  
 
 

心を育む学校給食週間として、１２月８日から１２月１２日まで、以下のねらいで取り組みました。 

①給食に携わる人たちの思いを感じ、感謝の気持ちをもって食べることができるようにする。  

②健康な体づくりのための食の大切さを意識し、栄養のバランスを考えながら食べることが 

できるようにする。 

      期間中は、いつもお世話になっている調理師の方々、栄養教諭の先生、生産者の方々に感謝 

の気持ちを伝えるためのメッセージを作成したり、生産者の方のお話をお聞きし、食や農に関する 

関心を深めたりしました。また、今年度は、PTA母親委員会と小国町野菜生産組合の共催による 

食育講座も兼ねていただきました。12月 9日に農家インストラクターの大谷健人さんを講師にお 

迎えして、お米の生産者としてのご苦労や喜び等についてお話をお聞きしました。その後、全校生 

で、コシヒカリのミニおにぎり試食も行いました。改めて、朝食の大切さやお米の栄養について学 

ぶことができた食育講座でした。 

今回の「心を育む給食週間」では、私たちが生きていくために、牛や豚、鶏、魚介類、野菜、果物 

等の様々な貴重な「命」をいただいていることに感謝しなければならないということを学ぶいい 

機会になりました。 

【食育講座の様子】 
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講師の大谷さんから生産者としてのご苦労や喜びにつ

いて話しいただきました！ 
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母親委員会の方々の手作り 

「ご馳走ごはん」レシピ 

早速、見入っています！ 

ミニおにぎりをいただき、お米本来のおいしさを味わいました！ 



 
 
 
 
 

１２月１７日（水）に「生徒総会」が開催されました。令和７年度の活動

を振り返り、成果と課題を明確にして、さらなる飛躍につなげていくこ

とを確認しました。 

 

◇令和７年度 生徒会スローガン    

  

  

  生徒会長より、このスローガンについて、次のような成果と課題、今後の改善策が出されました。 

成果・・・・・執行部・各委員会で全校生の様子にあった活動や目標を考えて、しっかりと取り 

  組めたこと。 

課題・・・・・行動や取り組みを行った際に得られた成果を持続できなかったこと。 
改善策・・・一人ひとりが自分で行動し、成長していけるように努める。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

  後半の第３号議案の話し合いでは、小国中の課題である「自分から」と「継続力」について全校生で 
考え、意見交換がなされました。来年の生徒会を引っ張っていく１・２年生からもたくさんの意見が出
されました。 
 また、現執行部・各委員長から新執行部・各委員長に引継ぎのファイルが手渡されました。今年度、
小国中をリードしてくれた３年生から引き継ぎ、１・２年生が４月からよいスタートがきれるための大切
な準備期間になります。今後の活躍に期待です。 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 明日（２０日）、高畠町文化ホール「まほら」
を会場に、アンサンブルコンテストが開催さ
れます。ぜひ、会場にお越しください！！ 

 【演奏時間】 ★木管  八重奏   11:12 
 ★打楽器 四重奏   12:59 

           ★金管  七重奏    14:03 

Step by Step 

吹奏楽第５２回置賜地区 
 アンサンブルコンテスト開催！！ 


